
がスタートします
　平成24年8月、子ども・子育てをめぐるさまざまな課題を解決するために、「子ども・子育て支援法」が成立し
ました。
　この法律と、関連する法律に基づいて、幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の向上を
進めていく「子ども・子育て支援新制度」が、平成27年4月に本格スタートを予定しています。
　実施主体となる笠間市は、笠間市子ども・子育て会議を設置して地域の実情を反映した事業計画を策定し、そ
れに基づいて施設やサービスを整備・実施していきます。

　今回の新制度実施に伴い、幼稚園や保育所（園）、認定こども園の利用手続きが変わります。

現 行 制 度

新制度イメージ

幼 稚 園 保育所（園）

笠間市 笠間市

契約

利用者

教育・保育施設
（幼稚園・保育所・認定こども園）

認可保育所（園）

保育料 ・公法上の契約（委託）
・運営費の支払い

幼稚園利用者

利用者

※補助金申請、幼稚園就園奨励費は、私立幼稚園を通して実施されています。

保育の必要性
の認定（注2）

保育料
（保育所）

（注1）

契約
（注1）

幼稚園就園奨励費※

（代理受領）

保育

学校教育

幼稚園就園奨励費※

保育料

補助金の申請※

契約

学校教育・保育の提供

保育料
（幼稚園・認定こども園）

契約

笠間市
質の確保された学校教育・保育の提供義務

・質の高い学校教育・保育の提供
・応諾義務（正当な理由のない場合）

利用支援・
あっせん・
要請、調整、

措置

児童福祉法第24条において、保育所における保育は市町村が実施することとされていることか
ら、保育所の場合は、市町村と利用者の間の契約となり、利用児童の選考や保育料の徴収は市
町村が行うこととなります。

注1

幼稚園、保育所、認定こども園等を利用をするには、笠間市の認定を受けることが必要になり
ます。認定には、3つの区分（教育標準時間認定（1号認定）、保育認定（2号認定・3号認定））が
あります。

注2

（代理申請）

施設型給付
（法定代理受領）
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保護者の所得に応じた支払いが基本となります。
新制度のさまざまな支援にかかる保育料の額は、現行の負担水準や保護者の所得に応じて、
国が定める基準を上限として、笠間市が設定します。利用料金については、今後検討し、順
次お知らせします。（現行制度のまま継続する幼稚園は除く）

保育料に
ついて

新制度における申込方法

認定区分 対象となる子ども 利用できる施設
1号認定 満3歳以上の小学校就学前の子ども（2号認定を除く）幼稚園（※）、認定こども園

2号認定
満3歳以上の小学校就学前の子どもで、｢保育の必要
な事由（保護者の就労や疾病等）｣に該当し、保育所
等での保育を希望する場合

保育所、認定こども園

3号認定
満3歳未満の子どもで、｢保育の必要な事由（保護者
の就労や疾病等）｣に該当し、保育所等での保育を希
望する場合

保育所、認定こども園、地域型保育

※�幼稚園については、新制度に移行する園と、現行制度のまま継続する園とがあり、今後、各園の判断で
どちらかを選択することになります。

幼稚園等を利用希望の場合

認定こども園の利用を希望する場合

保育所等での保育を利用希望の場合

1号認定の場合は幼稚園等を利用希望の場合、2号・3号認定の場合は保育所等での保育を利用希望の場
合の手続きの流れが基本となります。

①幼稚園等に直接利用申込みをします

⑤幼稚園等と契約をします

②幼稚園等から入園の内定を受けます
　（定員超過の場合などには面接などの選考あり）

③�幼稚園等を通じて利用のための認定を申請
します

④�幼稚園等を通じて市から認定証が交付され
ます（1号認定）

⑤利用先の決定後、契約となります

②�市から認定証が交付されます（2号認定・3
号認定）

①�市に「保育の必要性」の認定を申請します
※[③利用希望の申込み]も同時にできます。

③�保育所等の利用希望の申込みをします（希
望する施設名などを記載）

④�申請者の希望、保育所等の状況などにより、
市が利用調整をします
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